
地域とともにある学校づくりを目指して

校 長 菊 地 裕 幸
き く ち ひ ろ ゆ き

保護者の皆様並び
に地域の皆様方にお
かれましては、ます
ます御清祥のことと
お喜び申し上げま
す。
日頃から、本校の

教育活動について多
大なる御理解と御協
力を賜り深く感謝申
し上げます。
長く厳しかった音

威子府の冬の寒さも和らぎ、春の訪れを告げる
優しい風が心地よい時期を迎えました。
このような中、４月９日に入学式を挙行し、

新たに41名の新入生を道内及び道外から迎え、
生徒総数114名で新年度をスタートすること
ができました。本校３年目の校長として、「夢
を語り感動があふれる学校づくり」と「実現し
たい未来のために」を学校経営スローガンに掲
げ、①美術工芸の学びを通した質の高い教育活
動の推進 ②確かな学力の育成 ③豊かな人間
性の育成 ④社会に開かれた教育課程の理念の
実現に向けた取組の推進 ⑤持続可能な社会の
創り手の育成と地域と連携・協働を図り、「お
と高」の特色化・魅力化の推進 ⑥これらを実
現し、安定的な生徒募集を図るための効果的な
広報活動の実施。を学校の経営方針としました。
これらを実現するため、教職員一同全力で教育
活動に取り組み、子供たちに必要な資質・能力
を身に付けてまいります。
さて、生徒が創り出す素晴らしい作品の数々

を、地域との連携・協働を通し価値付けしてい
くとともに、多くの方々に広く知っていただく
取組も３年目となります。これまで、天塩川温
泉や役場庁舎での作品展示の充実、村長や校長
の名刺のデザイン、株式会社セコマ様とのコラ
ボによるポイント還元商品（木製コースター：
おと高スター）や年賀状のデザイン、ふるさと
納税の返礼品に添える作品の制作など、多くに
取り組んでまいりました。生徒の作品を通し、
その素晴らしさを知っていただき、学校を知っ
ていただき、そして村を知っていただく取組に
これからも力を入れ進めてまいります。
今年で75年目を迎える「おと高」。今後も地

域の期待に応え、本校が持続的に発展すること
ができるよう、皆様方には変わらぬ御支援と御
協力を賜りますようお願い申し上げます。

●新たに２名の教職員を迎え、
新年度スタート

新しく「おと高」に赴任された２名の教職員
を紹介します。

教 頭 大 髙 友 美 先生
お お た か と も み

この度、恵庭
南高等学校から
赴任しました大
髙友美です。担
当教科は保健体
育です。今年度
より教頭として
着任いたしまし
た。
新たな環境と仕事内容で戸惑いばかりです

が、心優しい先生方、そして生徒たちの笑顔あ
ふれる新年度のスタートに立ち会えることをた
いへん嬉しく思っております。
地域に根ざした教育と子どもたち一人ひとり

の可能性を大切にする温かな校風「HEART
AND CREATION ～夢を創造する～」をもつ素
晴らしい学校だと、すでに日々感じております。
子どもたちが安心して学び、自らの可能性を広
げられる学校を目指し、日々努力してまいりま
す。
保護者の皆様、地域の方々と手を取り合いな

がら、温かい教育環境づくりに努めてまいりま
すので、どうぞよろしくお願いいたします。

教 諭 茅 野 彰 彦 先生
か や の あ き ひ こ

こんにちは！
初めまして
星の降るま

ちにある芦別
高校から来ま
した茅野彰彦
です。
数学と情報、

軽音楽部の顧
問を担当します。

出身は東京都です。長女が大学卒業して自立
したのをきっかけに、東京での満員電車に揺ら
れる教員生活から自然豊かな北海道へ新たな教
員生活を送るべく昨年度移住してきました。
転出先が音威子府と聞いて、最初に『どこ？』

と思ったのが正直な感想です。
しかし、美術工芸高校（初めての実業系高校

です）と聞いて、美術や工芸と数学の関係して
いる題材（例えば、黄金比や白銀比などは2次
方程式の解になっている事実やフィボナッチ数
列等）を考えていたら、面白そうな学校だなぁ
と考えるようになりました。このように、生徒
にとって興味・関心のある題材を探しながら授
業を行なっていきたいと思います。
また、前任校と同じく軽音楽部の顧問になり

ましたので、高文連や様々なイベントに生徒と
参加したいと思います。私自身、高校と大学と
軽音楽にどっぷりと浸かった人間なので、青春
の再来です。
「楽しくなければ学校じゃない」をモットー

に、生徒にとっても先生にとっても楽しい学校
を作っていきたいと思います。

●おと高 Ｓｔｏｒｙ

≪おと高インスタ、始めています！≫
おと高生の日常をお届けす

る「おと高ブログ」に加え、
動画配信もできるように、「お
と高公式インスタ」ページを
開設しました。
「おと高生」の今をご紹介し
ていきますので、是非フォロ
ーをお願いします。

●コミュニティー・スクール

今年度から、小中学校に続き、本校において
も学校運営協議会を設置し、保護者や地域住民
の皆様方が一定の権限と責任を持って学校運営
に参画することを通じて、地域に開かれ、信頼
される学校づくりを進めていくこととなりまし
た。学校と地域が、育成を目指す生徒像やあり
たい学校の姿への目標を共有し、連携・協働を

おと高 Instagram

通し実現を図りたいと考えております。

●おと高 今後の主な行事

≪５月≫
・14日(水)：学校運営協議会各部会会議
・20日(火)：第１回学校運営協議会
・20日(火)：高大連携授業

東海大学札幌キャンパス教授を迎え、「デザイン
とは？」、「作品制作のあり方とは？」という問い
にアカデミックに向き合う講義を受講します。

・28日(水)～30日(金)：宿泊研修【１年】
≪６月≫
・28日(土)～29日(日)：木の手づくり展 in 旭川

10:00～17:00、場所は「旭川市民文化会館」

≪７月≫
・19日(土)～20日(日)：学校祭

一般開放あり、おと高生の「アート」を満喫し
ませんか。工芸品等の販売を予定(詳細未定）。

・25日(金)～27日(日)：木の手づくり展 in 札幌
10:00～16:00（初日のみ15:00～17:00）場所は

「かでる２・７」

子ども相談支援センター相談窓口のお知らせ
いじめや不登校、体罰などの学校教育に関する悩み、子育て・しつけなど家庭教育

に関する悩みなど相談してください。

●電話相談 ０１２０－３８８２－５６
（無料、毎日24時間対応）

●メール相談 doken-sodan@hokkaido-c.ed.jp
※急ぎの場合は電話相談を利用してください。

●来所相談 こども相談支援センター

札幌市中央区北３条西７丁目道庁別館８階

※上記の電話相談で予約してください。

（10～16時、土日・祝日、年末年始はお休みです。）
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